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研究成果の概要（和文）：タミルナード州、パンジャーブ州の村落調査および産業調査、現地語

の新聞・雑誌や自叙伝等の分析、及び全国標本調査の分析を行い、耐久消費財は農村貧困階層

にも相当程度普及し、教育や家族関係などに構造的な変動が起っていることを明らかにした。

さらに、農村下層階層の安価な工業製品への消費拡大が、零細企業による工業生産の拡大を支

えていることや、地域の消費変動が工業発展の重要な基礎となっていることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：We conducted village- and industrial surveys in Tamilnadu and 
Punjab States, an analysis of journals and publications in local languages as well as 
National Sample Survey data and found that rural areas witnessed the penetration of 
consumer-durable goods even into the poor classes and also structural changes in 
educational levels and family relationship among villagers. An expansion in demand by 
the rural poor for cheap industrial products has stimulated the expansion of the informal 
industrial sector, and the growth of demands in regions has formed the background against 
which the regional industries have developed. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2010 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

2011 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

2012 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

総 計 9,200,000 2,760,000 11,960,000 
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１．研究開始当初の背景 
 (1)1980 年代からのインド経済の急速な

成長と都市経済の発展に刺激されて、イン

ドの消費の内容・種類・嗜好など消費パタ

ーンの変動についての研究は少なくないが、

多くは、1980 年代以降の都市中間層を対象

とした文化人類学的社会学的研究である。

1980 年以前の時期については、消費の質的

変化、とくに経済変動との関連を視角にい

れた研究は、非常に少ない状態であった。 

 (2)近年の消費の変動は、1980年以前から

進んできた農村社会の社会経済構造の長期

変動と密接に関連している。「緑の革命」導

入以降に顕著となる農業・農村構造の変容

が 80年代以降の消費変動の背景をなしてい

機関番号：１２６０１ 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22330100 

研究課題名（和文）独立後インドの消費変動：農村社会経済構造の長期変動との関連に注目 
して 

研究課題名（英文）Changes in Consumption Patterns and Long-Term Transformation in  

Socio-Economic Structure of Rural Societies in Independent India 

研究代表者 

柳澤 悠（Yanagisawa Haruka） 

東京大学・東洋文化研究所・名誉教授 

研究者番号：20046121 

 
 



ること、消費変動も 80年以前から農村に内

在的する要因に基づき徐々に進行していた

という推定にたって、関連のメカニズムを

解明する必要があった。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、1980年代から顕著となる現代イ

ンドの消費の拡大と多様化を、1980年以前の

長期にわたる農村・農業社会の階層変動との

関連で分析する。その際、教育・宗教など生

活スタイルや生活文化の全体的変容を視野

にいれつつ、消費行動を経済的な要因のみな

らず下層民の自立化など社会的要因や社会

的意識との関連でとらえ、消費の増大・多様

化が地域の職や産業に与える影響をも視野

にいれる。農村社会経済構造の長期の歴史的

変容こそが現代インド経済成長の原動力の

最重要要因の一つであることを、そのメカニ

ズムの解明を伴って説得的に実証すること

を目指す。 

 
３．研究の方法 
 次の方法を有機的に結合して研究を進め

た。 

 (1)申請者達が 1980年代から調査を行って

データを蓄積してきた、南インド・タミルナ

ードゥ州の村落などのインドの村落調査と

そのデータ分析を行い、村落社会の長期的な

経済的社会的変動と消費パターンとの関連

を分析する。 

 (2)タミル語の新聞・雑誌（Kumudam 誌・

Ananda Vikatan誌）の商品広告の分析により、

長期の消費変動の動向を明らかにする。また、

ケーララ地方のマラヤーラム語の雑誌と小

説・自叙伝などの分析から、1920年代からの

消費の長期変動を推定する。 

 (3)インドの全国標本調査(NSS)の個票デ

ータほかの統計の分析により、食糧消費等の

変化を解明する。 

 (4)産業調査や産業データの収集を行い、

消費と産業との関連を検討する。 

 
４．研究成果 

 研究期間中に、タミルナード州村落調査、

パンジャーブ州村落調査および産業調査、そ

れらデータの分析、現地語の新聞・雑誌や自

叙伝等の分析、全国標本調査の分析を行い、

以下の知見を得た。 

 (1)耐久消費財の農村地域への浸透はすで

に指摘されてきたが、テレビ、携帯電話、扇

風機などの耐久消費財は貧困な階層にも相

当程度普及し、かなり高価なモーターバイク

さえも下層階層にかなり所有されているこ

となど、耐久消費財消費と階層との関係が明

らかとなった。 

 (2)耐久消費財の普及とともに、教育など、

生活スタイルにも大きな変化が生じており、

家族関係などにも構造的な変動が起ってい

ることが実証された。下層階層の社会的上昇

への動向とも関係して、彼らの巡礼への参加

や結婚式場での挙式など下層階層の生活ス

タイルの変化も大きい。 

 (3)予想されたように学歴は全体に上昇し

ているが、都市での就職に大きな意味を持つ

12 年目の修学を境に、社会階層間で学歴の格

差が拡大している可能性が示唆された。この

点は、非農業職への進出の階層間格差との関

係で、重要な論点である。 

 (4)食料消費パターンについては、明確な

地域性が存在する。沿岸部や山岳地帯におけ

る魚食の重要性など、これまで利用されてき

た州レベルのデータでは確認できなかった

事実を定量的に確認することができた。 

 (5)インドの経済発展に関して、地域とく

に農村地域の消費の変動が工業発展の重要

な基礎となっていることが明らかとなった。

例えば、「緑の革命」を経た農村地域とその

周辺都市における家屋の改築や建設ブーム



によって鋼材への需要が拡大し、その需要に

対して安価・低質な鉄鋼を供給する地域密着

型の中小の鉄鋼業が発展している。繊維産業

においても、地域需要の拡大に対応して発展

した中小企業が積極的に海外進出を図って

いる。 

 (6)1990 年以降の非綿糸繊維品や既製服・

メリヤス製品などの需要の増大は、農村市場

で顕著であること、急速に発展した小規模織

布工場パワールームは農村市場を基盤とし

たことなどが明らかとなり、農村市場とくに

農村の下層階層の安価な工業製品への消費

拡大が、インドの小規模・零細規模企業によ

る工業生産の拡大を支えている。 

 (7)ミドルクラスと総称される階層内部に

少なからぬ亀裂があること、消費文化の謳歌

と同時にジェンダー関係の変容への不安が

存在することを確認した。一方、下層と位置

づけられる女性の一部が示す消費行動に、あ

る種の自己主張を読み取ることが可能であ

ることも確認されるなど、ジェンダー研究上

も重要な知見をえることができた。 
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